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PTJ2023AW /JFW-JC2023 開催報告     

 

JFW では 11 月展の開催に向けて、新型コロナウイルスの発生状況を継続的に注視しながら開催準備を進めて 

来ました。特に会場である東京国際フォーラムと密接に連携し、必要と思われる感染症対策を実施し、最大限の配

慮で展示会を開催しました。 

現在の繊維・ファッション業界は未だかってない厳しい状況 

に置かれています。コロナ過に加え、不透明なウクライナ情勢、 

原燃料の高騰、中国のロックダウンや世界的な物流の混乱 

等、緊急事態宣言による行動制限が無いこと以外、年々 

厳しい要素が増えている。それでも今回で 2３回目を迎える 

ビジネス商談会 Premium Textile Japan（PTJ）と、 

日本で唯一の繊維総合見本市 JFW JAPAN CREATION 

（JFW-JC）への開催要望は強く、この状況下においても全 

国から 300 社を超える繊維関連企業が出展。改めて PTJ、 

JFW-JC が繊維・ファッション業界において重要なイベントとなっ 

ている事を感じさせられる会期となった。 

≪展示会概要≫ 

◇ 日時：2022 年 11 月 1 日（火）-２日（水）10：00－18：00 

◇ 会場：東京国際フォーラム ホール 展示ホール E＋ロビーギャラリー 

◇ 後援：経済産業省  独立行政法人中小企業基盤整備機構   

独立行政法人日本貿易振興機構 日本繊維輸入組合  

日本繊維輸出組合  一般社団法人日本アパレル・ファッション産業協会   

 

■ 来場者数：約 11,000 人 

初日の午前中は静かな立ち上がりだったが、午後には人の流れが増えた。また、海外バイヤーも少ないながら散見され、

渡航条件緩和の効果の兆しが見える。2 日目は終日来場者が途切れず訪れ、特に午後はコロナ過前を彷彿させる賑わ

いが戻り、場内各所で熱心な商談が繰り広げられた。特にここ２～３回は、若手デザイナーの来場が多く見られた。 

【来場者分析】 

出展者から要望の高い 11 月上旬の開催を実現させた今回展。来場者数は約 11,000 人（前年対比 92.5％）。

カテゴリー別に見ると「アパレル」の来場者が昨年と変わらないのに対し、52％と大きく減少したのが「学生」。これは会期翌

日の 11 月 3 日（文化の日）が学生にとって一大イベントである「学園祭」直前だった事によるもの。また、地方（特に名

阪地区）の商社・コンバーターにとって週の真ん中に休日があると、出張を控える傾向もあった。だが、東京国際フォーラム

の入場者数自動集計では昨年対比３％の微増という結果となり、スキャンデバイスでの集計数と違う結果となった。また、

２日目に比べ来場者が少なかった初日だが、平均滞留時間は昨年よりも著しく増加しており、熱心な商談が行われた事

が伺える。 
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■ トレンド＆インデックス・コーナーと JFW サステナブル・プロジェクト 

トレンド＆インデックス・コーナーは JFW Textile View2023A/W に基づき、企画開発した出展者の素材を編集展示

したトレンド・コーナーと、出展各社の新商品・イチ押し素材を展示するインデックス・コーナーで構成され、毎回趣向を凝らし

た施工が話題となる注目のコーナー。今回は特にサステナブル・コーナーの展示法に工夫を加え、より JFW サステナブル・プ

ロジェクトと連動した素材編集と、7 分類の解説パネルを掲示する事で来場者がより深く学べるコーナーとした。解説パネル

には QR コードを掲示し、それを読み込む事で各自のデバイスで見られる様になりました。それに伴い、会場内での撮影禁

止を今回より解除しています。 

 

 

 

 

 

 

 

【 Premium Textile Japan 2023Autumn/Winter 】 

◇ 来場者 ：バイヤー及び招待者限定 [入場無料]  

◇ 出展者 ：書類及びスワッチ審査を通過した厳選出展者 （団体出展不可） 

□ 出展者数：72 件／103 小間 （PTJ2022AW 実績：66 件 / 98.5 小間）昨対 104.5％   

 件数 小間数 ＜新規＞ ＜復活＞ 

国内 65 96 2 件/2 小間 ６件/５小間 

海外 7 7 2 件/2 小間 ２件/２小間 

合計 72 103 4 件/4 小間 ８件/８小間 

＊新規出展４社：ファインテキスタイル㈱、ダイヤミック㈱、GBT.LTD（インド）、ILJOONG GLOBAL（韓国） 

＊復活出展 8 社：BE FREE、(有)田中刺繍、(株)タナベ刺繍／渡辺産業(株)、(株)ナカジマ、 (有)久山染工、モナ・ニット(株)、 

SFT Inc.（韓国）、Stella Blu Textile（香港） 

＊海 外７社：イタリア、インド、韓国、中国＆ベトナム、トルコ、香港 

  

                                                                                

◇ PTJ ゾーン別内訳 件数 小間数 新規 復活 

 Ａ ： 織物短繊維(コットン、麻、ウール、複合) 30 39 1 件／1 小間 3 件／3 小間 

 Ｂ ： 織物長繊維(化合繊、シルク、機能素材、複合) 21 36.5 1 件／1 小間 0 件／0 小間 

 Ｃ ： 染色・後加工、プリント、刺繍・レース、皮革 15 17 1 件／1 小間 ４件／４小間 

 Ｄ ： 服飾資材、ニットファブリック、撚糸、パイルファブリック 6 10.5 1 件／1 小間 1 件／1 小間 

合 計 72 103 4 件／4 小間 ８件／８小間 
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PTJ は出展者数・小間数共に前年を上回る規模となり、コロナ過前の規模に迫る回復傾向にある。特に復活出展が

多いのも今回展の特徴の１つ。そんな中、今回より 20 回以上の出展者に対し、小間位置優遇サービスを実施した。対

象企業は 17 社。対象企業は角小間か通路正面の小間位置を優先的に与えるもので、対象企業からは非常にポジティ

ブな評価を受けた。また、出展者の多くは会期が早まった事に対し「染色などの工程がボトルネックとなり、納期が掛かるケー

スもある為、会期前倒しは有難い」との反応が多い。 

   

 

  

 

 

 

 

● 関連プログラム  <Textile Workshop ~日本の素材を学ぼう~> 

JFW では業界人となって間もない（職歴５年未満）商品企画従事者を対象に、 

“寺子屋”をイメージした Textile Workshop を実施する。PTJ、JFW-JC 出展の 

産地企業人を講師として招き、毎回対象素材を変えたレクチャーを行う事で、日本製 

素材や産地への認識を深めて貰う事を目的とする。 

 受講者: アパレル・服飾雑貨メーカー、小売り、デザイナーメゾン等に勤務し、商品 

企画、素材仕入れに携わる若手社員 ※学生不可  

  

□ テーマー素材：産地 

・11/１(火) ＜綿合繊の先染め織物で時代を彩るカジュアルメンズの世界＞ 新潟見附産地 

【講師】 浅記株式会社 テキスタイル部チーフ  五十嵐光明 氏 

〖講演概要〗見附産地は明治には新潟最大の織物産地となり、現在は先染め織物 

産地として知られています。1960 年代には構造改善による集約化で廃業する企業も 

ありましたが、「小ロット、多品種化で苦境を乗り切る」ことができました。産地の染色加 

工としてスペック染の説明もありました。細かな染料パウダーを手作業でダマ状にまとめて 

浸透させると、独特のグラデーションを生み、かすれた自然感覚の色に仕上がるというも 

のです。五十嵐氏は「高齢化や生産減、コストアップも続くが、見附産地を知ってもらいたい」と語っていました。 

 

・11/２(水) ＜富山産地から生まれたファクトリーブランド tococie から展開される経編の可能性＞ 富山産地 

【講師】 ケーシーアイ・ワープニット株式会社 工場長兼企画開発部長  坂下剛 氏 

〖講演概要〗経編機は全国に 900 台ほどあり、うち 600 台が富山県にある。いわば 

富山産地は経編の一大産地で、うち当グループが 120 台を有する。トリコットの特徴 

は「編物と織物の長所を併せ持つこと」。編物はストレッチ性や快適な通気性があり、 

シワにもなりにくい。織物は高密度、形状安定性、ハリ・コシ感を備えます。こうした良さ 

を生かして、ビジネスシャツやユニフォームにも用途が広がっています。同グループでは高 

性能、最高級なトリコットのファクトリーブランドとして「トコシエ」も展開しています。 
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【 JFW JAPAN CREATION 2023 】 

◇ 来場者：バイヤー及び招待者、業界関係者、学生 ＜Web 事前登録者に限定＞ 

□ 出展者数：54 件／261 社／198.9 小間 （前年実績：52 件/293 社/187.9 小間）昨対 105.8％ 

 

 

 

 

＊新規出展：ceceposya、日新プリント㈱、㈱ラカム 

＊復活出展：アルファライン㈱、ザ・ウールマーク・カンパニー、新内外綿㈱、㈱トヨシマビジネスシステム、J∞Quality 事業 

＜ゾーン別内訳＞                                                

 

 

 

 

 

 

 

  JFW-JC は出展者数・小間数共に前年を上回りコロナ過前以上の規模となっている。復活出展も 5 社となり、特にザ・

ウールマーク・カンパニーのブースでは多くの来場者で賑わった。各組合のブースでは産地の特色や強みを前面に打ち出すな

ど、持続可能性に向けた提案が目立った。各工程が分業で成り立ってきた日本の繊維産業にとって個社が社会課題の解

決出来る事は決して大きくはないが、それでも各社がサステナビリテイに真摯に向き合い、今回も多くの該当素材を出品し

た。 

 

 

 

 

 

 

■ 関連プログラム 

● PIGGY’S SPECIAL  ピッグスキン・ファッションショー  

（主催：東京都、東京製革業産地振興協議会） 

毎回、東京を代表する若手デザイナーを起用し、注目を集める PIGGY’S SPECIAL。今回も昨年に続きロビーギャラリ

ーに特設ステージを設けて 2 日目に開催した。ショーの構成はプロ及び学生作品を３つに分け、全てプロ＋学生作品とし

た。観覧者数は東京都協議し、コロナ感染症対策として 140 席に限定、立見席は今回も設けずに実施した。 

 

件数／小間数 件数 ＜総企業数＞ 小間数 ＜新規＞ ＜復活＞ 

国内 53 250 192.9 3件/3小間 ５件/8 小間 

海外 １ 11 6 0件/0小間 0 件/0 小間 

合計 54 261 198.9 3件/3小間 ５件/8 小間 

ゾーン 件数 ＜総企業数＞ 小間数 ＜新規＞ ＜復活＞ 

１：テキスタイル 37 199 142.7 1件/1小間 1 件/2 小間 

２：服飾資材 7 13 11 1件/1小間 1 件/1 小間 

３：繊維関連・製品 5 5 8 1件/1小間 3 件/5 小間 

４：皮革・毛皮 5 44 37.2 0件/0小間 0 件/0 小間 

合計 54 261 198.9 3件/3小間 ５件/8 小間 
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◆ 実施日：2022 年 11 月 2 日（水） 

① 13:00－ ②14:30－ ③17:00－ ※招待者・関係者限定 

 

◇ プロ部門：3 名のデザイナーを起用 /各 10 点 計 30 作品 

KEIKO NISHIYAMA (ケイコニシヤマ) 西山景子 

tactor（タクター）山本奈由子 

meagratia（メアグラーティア）関根隆文  

 

◇ 学生部門：東京都各種学校、専修学校 12 校 計 80 作品 

文化服装学院／専門学校ファッションカレッジ桜丘／東京服飾専門学校／専門学校青山ファッションカレッジ／東京

ファッション専門学校／二葉ファッションアカデミー／華服飾専門学校／ドレスメーカー学院／東京モード学園／渋谷フ

ァッション＆アート専門学校／江東服飾高等専修学校／織田ファッション専門学校 

 

 

 

 

 

 

 

● JFW サステナブル・セミナー (開催場所：東京国際フォーラム ホール E-2 セミナールーム)  

JFW テキスタイル事業でサステナブル・プロジェクトを発信し、啓発と促進に取り組んでいます。その一環として 11 月 1 日

午後に、JFW-JC 関連プログラム「JFW サステナブル・セミナー」を開きました。2 本のセミナーは定員数に達する受講者があ

り、来場者のサステナブルに対する関心の深さが伺えます。 

 

◇ 11 月１日（火）13:30-   

『 繊維から製品までオーガニックに ～GOTS 認証の基礎と事例～ 』 

【講師】 GOTS 日本地域代表 松本フィオナ 氏 

【講演内容】 

「テキスタイル業界では今後、認証基準が欠かせなくなる。オーガニック繊維も人々の 

日常生活の一部になっていく」と松本氏は語ります。だが、様々な認証はわかりにくい部 

分があり、GOTS も誤解されているところがあります。「GOTS とはグローバル・オーガニ 

ック・テキスタイル・スタンダードの略ですが、最も大きな誤解は、オーガニックコットンや 

オーガニック原料の栽培の基準ではない。それは農業の範囲であり、GOTS はそうした 

原料を使用した作り方、工業を対象にすることです」と語る。全ての加工工程で有害 

物質を禁止する環境的要件、児童労働や過剰な残業、差別等を禁止する社会的要件なども説明し、現在、来年に

発表するバージョン 7 の改定作業を行っていると報告されました。 
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◇ 11 月 1 日（火）15:30-  

『 繊維大国イタリアのサステナブルに対する向き合い方 』 

【講師】 レダ ジャパン株式会社 代表取締役 上野伸悟 氏 

【講演内容】 

サステナブルという言葉が存在する何十年も前から、当たり前のようにサステナブルな 

モノづくりを実現してきた 1865 年創業の老舗服地ブランド REDA。「1990 年代に 

工場を近代型にリニューアルし、屋根にはソーラーパネルを設置、電気使用量のモニ 

タリングも実施。織物生産に使用する水も浄水設備でろ過しています。2000 年代 

にはニュージーランドの牧場を購入し、人にも動物にも優しい取り組みを行っています」 

と上野氏は語る。「レダはサステナブル商品を売るのが目的ではない。ファッションが引き起こす環境問題こそ重要。特に

マイクロプラスチック問題は想像以上に深刻である。ファッション業界として生分解性繊維を使うことが好ましく、ベストアン

サーはメリノウールであると考える」と話されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

【会場の様子】 

 

 

 

 

 

 

 


